
 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 「いわて新事業創造プラットフォーム形成協議会」の取組み 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

（１）平成２５年１１月、震災からの復興を加速させるため、継続的な起業・

創業支援を行うプラットフォームの形成を目指して、地域金融機関の当行

と地元の学校法人龍澤学館および辻・本郷税理士法人が協議会を設立した

もの。 

（２）平成２５年度より復興庁「『新しい東北』先導モデル事業」の採択を受け、

地域における起業・創業支援の体制構築を進めている。 

 

【取組内容】 

（１）平成２７年４月に起業・創業支援を目的として「いわぎん事業創造キャ

ピタル㈱」を設立。 

（２）平成２７年６月に総額１０億円となる「岩手新事業創造ファンド１号投

資事業有限責任組合」を組成し、２８年３月末までに４先への出資を行っ

た。 

 

【取組効果】 

（１）本県では初めてとなる地域金融機関、学校法人、税理士法人が連携した

起業・創業支援のプラットフォームであり、地域に密着した起業・創業の

支援窓口としての枠割が期待できる。 

（２）本県の活動に加え首都圏等との連携により、広域での起業・創業にかか

る支援が可能となり、将来の当行取引先となりうる新規事業者の発掘・育

成が期待できる。 

 



 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 取引先企業の海外ビジネス強化に向けた取組み（セミナー・海外視察の開催） 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

取引先企業の海外進出・海外ビジネス展開に対する支援体制を強化するため。 

【取組内容】 

（１）いわぎん「海外販路開拓セミナー」 

平成２７年６月、「ジェトロによる支援プログラムと海外企業との商談の

留意点」および「海外危機管理実践のポイント」についてセミナーを開催

した。 

（２）いわぎん「海外視察ミッション」 

平成２７年１１月、第２回目となるいわぎん「海外視察ミッション」を

実施。頭取を団長とした２８名の視察団を組成し、ベトナムおよび台湾の２

ヵ国を訪問した。 

（３）いわぎんセミナー「外国人の雇用と人事労務管理」 

平成２８年２月、三井住友海上火災保険との連携により開催。在留資格・

採用手続・労務管理に関する基本的な事項のほか、技能実習生にかかる法

改正等の情報提供を行った。 

 

【取組効果】 

（１）海外取引および外国人雇用等に関する留意点や最新情報に直接触れる機

会となった。 

（２）これから海外事業への展開を検討しているとする企業に対しては、相談・

検討段階から営業店を通じて、現地のマーケット情報の提供等により具体

的なニーズをつかむことに繋がった。 

 



 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 再生可能エネルギーの普及に向けた取組み 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

平成２４年７月に「固定価格買取制度」が実施されて以降、マーケットが拡

大した再生可能エネルギー事業を成長産業と捉え、クリーンなエネルギーであ

る再生可能エネルギーの普及に向けた事業化支援を実施している。 

 

【取組内容】 

（１）専門業者や事業用地の紹介などのビジネスマッチングを通じたソリュー

ション営業を展開することで事業化を支援。 

（２）売電債権等に対する質権設定や発電設備一式を集合動産譲渡担保として

取得するなど、ＡＢＬ手法を活用した不動産担保に依存しないスキームの

提供により事業化を支援。 

（３）当行がアレンジャーとなり東北主要地銀６行（当行、青森、秋田、七十

七、山形及び東邦）で、県内の大型メガソーラー事業プロジェクトファイ

ナンスを組成。平成２７年１２月から運転開始済み。 

（４）県内外の再生可能エネルギー事業向けプロジェクトファイナンスに融資

金融機関として積極的に参加。 

 

【取組効果】 

（１）再生可能エネルギー事業への進出が実現し、地域エネルギーの創出に寄

与するとともに新たな収益機会を獲得。 

（２）当行にとっても、東北主要地銀をリードしてプロジェクトファイナンス

を組成できるクオリティを有していることを対外的にアピールした。 

 



 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 「地方創生」への取組み 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

平成２６年１２月に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基

づき、各自治体において地方版総合戦略の策定が求められたことを受け、金融機

関として総合戦略の策定および推進に積極的に関与していくこととした。 

 

【取組内容】 

（１）いわぎん「地方創生セミナー」 

平成２７年７月、「小さな会社の商品開発・ブランディング化」をテーマとし

てセミナーを開催した。 

（２）いわぎん「販路開拓セミナー」 

平成２７年８月および１１月に(株)ぐるなびの共催により開催。「飲食店を活

用した販路の開拓について」と題して(株)ぐるなびによる講演を行った。 

（３）いわぎん「ＥＣ販路開拓セミナー」 

  平成２８年３月に楽天㈱の共催により「インターネットを活用した商取引」に

関するセミナーを開催した。 

（４）「公務・地方創生室」の新設、地方創生に関する連携協定の締結 

①平成２８年４月１日付で法人戦略部内に「公務・地方創生室」を新設。これ

により、地方創生や公民連携など地元経済活性化に向けた取組みをさらに強

化していくこととした。 

  ②また、総合戦略を踏まえた各自治体の具体的施策を支援するため、県内３３

自治体のうち１８自治体と地方創生に関する連携協定を締結しており（平成

２８年６月末時点）、今後も順次、拡大していく。 

 

【取組効果】 

（１）「地方創生セミナー」において、講演者が参加者の中から２社について商品

開発にかかるショートコンサル（平成２７年１０月～平成２８年３月）を実施

した。 

（２）「販路開拓セミナー」において、１社がビジネスマッチング契約を締結した。 

（３）空き家と移住対策を目的として、連携協定締結先のうち２先と空き家活用・

解体ローンの覚書を締結。 

（４）当行にとっても、セミナーの開催により、商品開発や販路拡大の支援に繋が

った。 

 



 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 「東日本大震災」からの復興支援の取組み（復興再生支援チームの活動） 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

（１）「復興再生支援チーム」は、東日本大震災により被害を受けたお取引先に対

して、当行グループの総力を結集し、商材斡旋や販路紹介、事業承継など様々

なニーズへの対応や財務支援アドバイスなどの適切な解決策を提案し、事業再

生の支援を図ることを目的に、平成２３年５月に設置。 

（２）震災から５年目となる平成２７年度においても、依然、地域経済の回復感に

ついて先行きが不安視され、支援対象となるお取引先が増え続けている状況。

また、その支援内容も震災直後のハード面の問題からソフト面の問題に多様化

（①人口減少、販路縮小および資材・人材不足による売上減少、②資材・人件

費高騰による利益減少等）。 

 

【取組内容】 

（１）平成２３年５月以降、約５年間で６３７先に対し、より一層のスピード感 

をもって、多様化する経営者の悩みの解決に向け、経営者と同一目線に立ち、

一社一社オーダーメイド型の支援を展開した。 

（２）具体的には、①再建工程表の策定支援、②資金調達・返済条件の変更・債権

売却等の金融機関調整、③利子補給制度、グループ補助金制度等、国や自治体

による各種復興支援策の情報提供と活用支援、④協力会社の紹介、⑤販路開拓

支援、⑥機械・工場の貸与の斡旋、⑦外部専門家の紹介を行ってきた。 

 

【取組効果】 

（１）直接支援したお取引先のうち、平成２８年３月末時点で９割超が事業再開に

目処がついている。 

（２）その他、主な成果は次のとおり。 

  ①取引の正常化（ご返済を猶予しているお取引先に対する条件変更等の実施）

～１０１先 ※平成２５年３月末までの実績 

  ②経営計画策定完了数 ～３６６先 

  ③各種ファンドの取組み ～３０先 

  ④債権買取機構への債権売却先数 ～１６８先 

  ⑤債権買取機構エグジットファイナンス ～１先 

  ⑥三菱商事復興支援財団に対する投資先紹介 ～１１先 

 

 



 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 低年齢層向けＴＶ番組内金融教育ミニコーナー 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

当行の金融教育のうち低年齢層向けの施策として、子供向け地元ＴＶ番組「ら

どんぱ！」内でご当地ヒーロー「鉄神ガンライザー」が登場する金融教育ミニコ

ーナーを実施している。 

 

【取組内容】 

（１）このコーナーは、低年齢層の学童が楽しみながら学べるよう、「鉄神ガンラ

イザー」に登場するキャラクターが県内の小学校を訪問し、お金にまつわる豆

知識的な授業を行うコーナーとなっている。 

（２）番組放送 

  テレビ岩手 子供向け番組「らどんぱ！」 

毎週日曜 朝7：00～7：30 

 

 

 



 
 

銀行名 岩手銀行 

タイトル ネーミングライツの取得（文化・スポーツ活動への取組み） 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

盛岡市が施設の持続的な運営と維持管理とともに地域住民へのサービス向上と

地域経済の活性化を目的に展開している「ネーミングライツ事業」の趣旨に賛同し、

同市と県内金融機関としては初となるネーミングライツ・パートナー契約を締結。 

 

【取組内容】 

（１）平成２８年２月、盛岡市が所有する「盛岡南公園球技場」に対する施設命名

権者（ネーミングライツ・パートナー）として同市と契約を締結。 

（２）契約概要 

①愛称 「いわぎんスタジアム」 

②契約期間 平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日（３年間） 

（３）このような文化・スポーツ活動への取組みを通じて、地域の人々、特に若い世

代の「こころ」を育むなど、地域の人づくり活動に積極的に取組み、地域社会

の持続的な発展に貢献していく。 

 



 
 

 

銀行名 岩手銀行 

タイトル 赤レンガ館の公開活用（文化活動への取組み） 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

（１）当行では所有する国の重要文化財「岩手銀行（旧盛岡銀行）旧本店本館」の

復原修理工事を平成２８年３月に完了。 

（２）歴史的建造物の修復・復原により文化遺産を継承し、地域経済の発展、文化

振興に貢献し、あわせて企業価値の向上と創造を図るため、施設の一般公開を

決定。 

 

【取組内容】 

（１）平成２８年７月１７日、「岩手銀行赤レンガ館」としてオープン。 

（２）施設を、「無料ゾーン」と「有料ゾーン」に区分し、「無料ゾーン」では多目

的ホールでのイベント等を開催できるほか、「有料ゾーン」では、各種展示物

やバーチャルシアターの鑑賞等を楽しむことができる。 

（３）本事業のコンセプトを「赤レンガから始まる、岩手銀行の新・地域活性化計

画。～歴史と文化と地域の広場～」として、地域と一体となった「施設活用プ

ラン」を策定し具体化していくことで、地域貢献に対する取組みを活発化させ

ていく。 

 

 

 

 

















盛岡市の歴史を見つめてきたランドマークが新たに幕を開けます。

岩手銀行赤レンガ館
オープニングセレモニー・記念イベント

2016年7月17日（日）
セレモニー 9時 20分～45分

13時00分～

会　場 1階　多目的ホール（大）

オープニングセレモニー

講演会・音楽会

Ⅰ 講演会

■講演会講師

講師プロフィール

津村 泰範
■講演テーマ 保存修理工事を通して改めて見出した「岩手銀行赤レンガ館」の魅力

主  催：株式会社岩手銀行
協  力：岩手県文化振興事業団

会　場 1階　多目的ホール（大）
＊無料イベント
＊100名弱の会場です。
　立見または入場制限させて頂く場合もございます。 予めご了承願います。

記念イベント

※保存修復工事に携わり、文化財的価値を検証された津村泰範氏（元文化財保存計画協会）より
　建物の見所などに関する講演を実施。

東京大学工学部建築学科卒業・同大学大学院修士課程修了
元（株）文化財保存計画協会主任研究員
岩手銀行旧中ﾉ橋支店　重要文化財保存修理工事設計に携わる
現、長岡造形大学造形学部建築・環境デザイン学科　准教授 

奏者プロフィール
森　知 英（も り  ち え）　岩手県出身
東京藝術大学音楽学部卒業、同大学院修士課程修了
1989 年　第 8回ベートーヴェン国際ピアノコンクール第 4位
1995 年　第 13回ショパン国際ピアノコンクールに日本ショパン協会より日本代表として派遣、
デュプロマを得る

戸 田  智 子（とだ  ともこ）　岩手県花巻市出身
2014 年 3月　東京藝術大学大学院音楽研究科修士課程修了
2014 年 4月より、東京藝術大学管弦楽研究部非常勤講師（藝大フィルハーモニアオーボエ奏者）

14時15分～Ⅱ 音楽会

■奏者・演目 ピアノ奏者　森  知英
　　　ショパン：ノクターン第二番  変ホ長調  作品 9-2　ほか
オーボエ奏者　戸田  智子
　　　T.ラリエ：「ヴェニスの謝肉祭」の主題による序奏と変奏曲  Op.20　ほか

（ピアノ伴奏：森  知英）
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